
井
上
桂
園
先
生
著
作
日
録

m
三
体
学
習
棺
梯

昭
和
三
十
六
人
集
稽
古
大
行
路

四
時
読
書
楽
三
体
帖

三
体
唐
詩
帖

三
体
喜
駈

三
体
新
譜
範

三
体
新
書
鑑
.

随
宣
銘

棺
習
秋
和
賦

相
法
指
針

!'.!闇旧識

軍
法
指
針

小
学
手
,
v
l
i
帖
　
柑
訂
Z
i

′
　
　
　
か
な
欝

墨
場
必
携
1
第
1
位
1
-

新
習
字
　
上-a-

ナ

　

　

下

函
b
a
a
巳

昭
和
1
0
年

昭
和
1
0
年

(
不
明
)

ク

昭
和
1
1
年
　
r

(
不
明
)

タク

昭
和
1
 
8
年
3
月

クク

昭
和
2
2
年
5
月

ク

昭
和
2
4
年

昭
和
2
4
年
4
月

碓
　
山
　
間

(
不
明
)

*屈
　
i
L
m
z

(
不
明
)

クク圏
　
W
f
f
i

′◆

広
島
図
書

ク

広
島
図
雪

小
学
習
字
一
年
用

ク
　
　
二
年
用

ク
　
　
三
年
用

ク
　
　
四
年
間

ク
　
　
五
年
用

昭
和
2
5
年
4
月
　
共
同
図
習

サ

′J、

学
薗　E
字

六
輝
用

基
礎
琵

ククA◆K
H
!

昭
和
2
6
年
4
月
　
湯
川
弘
文
社

◆

　

　

　

う

　

a

ク

　

　

ま

　

つ

ク

　

　

　

さ

く

ら

良
い
子
の
胃
字
　
四
年
間

五
年
用

六
年
用

小
学
習
字
b
T
玄
　
う
　
め

ま

　

つ

S
i
且
^
z
l
泥

畏
場
必
携
1
第
二
転
1

小
学
書
き
方
一
年
壁
用

二
年
生
用

昭
和
2
7
年
4
月
　
広
島
図
苦

昭
和
2
 
7
年
7
月
　
5
S
川
弘
文
社

昭
和
2
8
年
4
月
　
臥
虎
南
荘

昭
和
3
0
年
5
月
　
大
阪
写
経



三】.・票f-,E

小
学
習
字
′
　
四
年

五
年

六
年
'

∴

閥
亭
叙
附
樺
園
軍

書
詔
附
樺
園
田

闇
巴
サ
E
3

昭
和
3
0
年
5
月
　
大
阪
容
搭

f
"
7
.
川
　
　
.
 
-
.
 
-
-
 
-
C
'
.
 
'
言
・
:
0
.

年
賀
状
の
書
き
方
～
昭
和
3
1
年
間
1

か
き
か
た
の
て
ほ
ん

し
ょ
ヶ
が
-
し
ゆ
う
じ
　
低
学
年
用

x

・

-

.

,

　

⊥

蝣

・

;

'

,

 

-

-

;

*

蝣

.

.

:

r

-

-

.

-

賀
状
の
書
き
方
1
昭
和
3
3
年
用
1

習
字
範
容

賀

状

1

昭

和

3

4

年

用

1

・ '蝣-悶入門

耕
心
の
友
　
小
学
校
低
学
年
用

ク
　
　
小
学
校
高
学
理
用

ク
　
　
中
学
生
用

十
七
怖
附
桂
硯
臨

賀
状
　
-
　
昭
和
3
5
年
同
～

相
習
静
夜
桃
李
園
序

行
f
-
-
軍
記
代
理
S
3
!
'
1
-

賀

状

1

-

昭

和

3

6

年

用

1

ク
　
　
ク
3
7
年
用
　
-

Mォ
.

昭
和
3
0
年
4
月

ォ
.

クク

昭
和
3
0
年
l
 
l
月

昭
和
?
.
K
>
-
~
-
月

昭
和
3
1
年
6
月

昭
和
3
1
年
1
1
月

昭
和
3
2
年
1
1
月

昭
和
3
3
年

昭
;
?
?
蝣
キ
ー
t
月

昭
和
3
4
年

昭
和
3
4
年
8
月

クク

昭
V
?
-
C
*
-
符
ワ
月

昭
和
3
4
年
1
 
1
月

昭
和
祈
年
1
月

・
′

昭
和
3
5
年
1
 
1
月

昭
和
3
6
年
日
月

ク*

耕
心
書
道
会

ク■ク

西
文
明
堂

中
教
出
版

大
阪
習
琵

西
文
明
望

ク

中
教
出
版

酉
文
明
堂

中
教
出
版

耕
心
書
道
虫

クォ
,

耕
心
訂
遺
<
K

西
文
明
堂

岩
崎
書
店

ク

酉
文
明
望

ク

賀

状

1

昭

和

3

8

年

軍

1

教
科
昔

初
等
科
か
き
か
た
一

E
7
?
-
-
k
-
　
　
　
†
<
r
7
i
-
:

初
等
科
軍
き
方
　
三

朝
鮮
国
民
学
校
苔
き
方

初
等
科
習
き
方
　
五

芯
甲
」
{
%
-
*
J
方
一

研
刻
て
ほ
ん
　
上
(
一
年
用
)

ク
　
　
　
下
(
二
年
用
)

研
刻
初
等
科
習
字
一
(
三
S
E
)

二
(
円
r
,
t
J

昭
和
1
5
年

ククク

昭
和
1
6
年

ククク

昭
和
1
6
年

昭
和
1
7
年

タクク

昭
和
1
8
年

ククク

昭
和
2
1
年
L
E
2
月

ククク

文
　
部
　
笥

ククク
~
クク4

.
ク

朝
鮮
稔
督
府

文
　
部
　
省

ォA

o

詛　　#　詛　　>　　詛　　サ　詛　　・　　>



琉
刻
初
等
科
習
字

A

研
刻
高
等
科
習
字

よ
い
こ
の
か
き
か
た

艮
い
子
の
習
き
方

K
^
K

≡
(
五
年
間
)

0
 
C
-
K
年
E
)

昭
和
2
 
1
年
5
月

ク

一
(
第
一
学
年
男
子
用
)
昭
和
2
 
1
年
6
月

(
第
二
学
年
男
子
用
)
　
ク

一
ね
ん
　
　
　
　
　
　
昭
和
2
 
6
年
6
月
　
広
島
図
書

習
字
　
上

習
字
　
中

1
=
字
　
1
.
i

H宇指導- -.,Vrr

か
幸
か
た
　
一
わ
ん
上

ク*
,

ク

㌫
普
r
sク**′

^
H
S

こ
ね
ん
上

夕

　

下

三
ね
ん
上

M
B

E
U
'
l
M

五
年
B

六
年
B

二
ね
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

画
g
^
^
^
^
^
^
^
E

五
年
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

叩
n
n
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
M

昭
和
2
7
年
2
月

クク

昭
和
2
7
年
4
月

昭
和
2
7
年
6
月

'クククA
,

クククク^

ク*クAク

中
教
出
版

ク′ク

罫
遺
　
下

か
き
か
た
(
改
訂
坂
)

ク●ク

習
き
方
(
改
訂
版
)

*
,

ォ
v

クA*
,

ク<
l

習
字
(
改
訂
増
補
版
)

一
わ
ん
上

M
S

二
ね
ん
上

′

　

下

llî

-̂i

ね
ん
下

E
l
年
A

>　　>　　>　　>　　>　　>　　>　　*　　>　　>

六　　　五
下　中　上ク　年ク　年ク

B A B A B

習
字
指
導
要
領
(
改
訂
増
補
版
)

㍉
レ
よ
-
が
く
か
き
か
た
.
一
わ
ん
上

クク′

小
蝣
p
i
t
y
き
カ

タクク

_　四　　　三
ク　年ク　年
下　上下　上

1
*
1
獅
[
T
;
E
胞

昭
和
2
8
年
2
月

′′ク
・
¥ククォ

L
ク◆Aォ

昭
和
2
9
年
1
月

f
t

4
,

昭
和
2
9
年
1
月

昭
和
s
年

ォ
.

タ■

中
教
出
版

4
.′■Aォ

v
ククク<

v
タククク

'
ククA

大
阪
容
籍

*ククク　　ク　　′　　ク



小
学
召
き
方
　
五
年
上

ククク

か
き
蝣
f
.
-
た

*勿夕

雷
き
方●

,
ククク

m
m

六
年
上

ク
下

一
ね
ん
上

ク
下

二
ね
ん
上

a
a

三
年
上

◆
下

E
H
r
<

a-.

五
年
A
.

昭
和
3
0
年

ククク

昭
和
3
1
年
2
月

◆クク蝣>　　　蝣>　　　・>　　+

ク

　

　

　

ク

B

習
字
(
再
訂
版
)

クク

書
道
　
第
一
年
次
用

v
m
s
E
S
a
M
M
i
盟
細
腰
E

ク
<
・

4
.

・・::- "'rtv-i;'

クク

一
わ
ん
上

戸

　

下

二
ね
ん
上

夕

　

下

三
年
上

′
下

四
年
上

タ*

昭
和
3
2
年
1
月

′◆

昭
和
3
2
年
2
月

昭
和
3
4
年
2
月

ク*クク◆ク

タクク　4・クク　′クククク　タク　*　*　#ククク　′ク

書
き
方
へ
再
計
帳
)

ク*
.

ク′

か
き
か
た
一
ね
ん

ク
　
　
二
年

書
き
方
　
三
年

′
　
四
年

ク
　
五
年

ク
　
六
年

習
き
方
(
毛
筆
)

<*

六　　五　四
ク　年ク　年　年
丁　上　下　上IF

r
-
v
t
?
-
7
t
i
H

*
.

i
l

A′

昭
和
3
6
年
1
月

クタ<ククク′ク

ク%■
.

*チク詛
l

クククク′′

m

し
ょ
う
が
く
か
き
か
た
一
ね
ん

二
ね
ん

l
T
"
・
・
.
 
"
‥
-
.
r
　
ト
'
:
∴
*
"
*
!
-

小
学
習
き
方

*詛*
.

小
学
書
き
方
へ
毛
筆
)

クク

三
年

四
年

五
年

六
年初

期
用

中
期
用

後
期
用

A*ク,
′

クタクク

*′*ク◆クク′

習
字
　
第
一
学
年
用

ク
　
第
二
・
三
学
年
間

r ~-退';*」　-

昭
和
3
7
ノ
年
-
月
　
中
教
田
阪

タ

昭
和
3
8
年
1
月



井

上

杜

園

先

生

略

年

譜

明
治
三
十
六
年
(
当
歳
)

三
月
二
十
三
日
'
若
林
賢
二
の
次
男
と
し
て
、
岡
山
県
吉
備
郡
薗
村
字
立
阪

に
出
生
。
生
家
は
'
山
峡
の
'
同
園
に
四
軒
し
か
な
い
と
い
う
小
部
落
に
あ

・

・

.

、

-

-

-

・

t

'

'

-

　

‥

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

J

「

-
"
<
・
'
'
.
.
 
'
・
"
-
-
.
 
'
.
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
,
‥
、
　
ト
.
・
!
'
-
>
V
.
い

発
明
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

明
治
四
十
二
年
〇
ハ
歳
)

四
月
、
村
立
西
筒
小
学
校
に
入
学
。
性
格
は
お
と
な
し
-
内
気
で
あ
っ
た
。

祖
母
井
上
千
賀
は
、
こ
の
頃
か
ら
養
子
と
し
て
井
上
家
を
継
が
せ
る
べ
く
日

を
か
け
'
教
員
に
育
て
た
い
と
い
っ
て
伯
父
の
家
へ
勉
強
に
や
り
,
習
字
も

習
わ
せ
た
O

明
治
四
十
二
年
(
七
歳
)

一
月
'
中
国
民
報
社
(
岡
山
)
の
書
き
ぞ
め
紙
上
展
に
入
賞
。
は
じ
め
て
整

蹟
と
姓
名
が
新
聞
紙
上
に
敬
っ
た
こ
の
時
の
感
瀕
が
'
後
日
、
将
来
の
方
向

決
定
に
際
し
て
一
動
機
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
o

大
正
四
年
(
十
二
歳
)

三
月
へ
蘭
小
学
校
を
卒
業
。
六
か
年
を
通
し
て
学
力
・
性
行
と
も
に
す
ぐ
れ

・
i
*
/
 
、
=
い
　
　
　
　
　
　
　
群
'
'
-
T
蝣
*
-
.
∴
一
　
∵
∴
ニ
、
.
.
 
、

た
の
で
、
中
学
を
受
験
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
高
等
科
に
す
す
ん
だ
。

大
正
五
年
(
十
三
歳
)

L
:
月
二
㌧
「
　
∵
J
j
l
∴
・
　
　
=
　
　
‥
・
=
∴
:
-
.
'
(
'
.
・
'
;
"
:
'
'
.
'
.
蝣
蝣
川
:
-
.
)

に
入
学
.
在
学
五
年
間
へ
往
復
三
十
数
キ
p
の
通
を
自
転
車
で
通
い
と
お
し

た
。
習
字
は
川
井
椋
城
と
い
う
玉
木
愛
石
流
の
先
生
か
ら
'
・
愛
石
の
手
本
に

よ
二
-
蝣
,
蝣
-
蝣
<
蝣
'
蝣
　
¥
y
.
'
.
<
蝣
蝣
)
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
‥

盛
ん
に
習
字
を
や
っ
て
い
る
の
に
強
-
ひ
か
れ
て
「
斯
華
会
」
　
(
小
野
驚
望

一
)
.
・
:
-
<
・
'
;
'
‥
　
　
　
　
　
二
‥
-
*
*
-
"
t
1
-
1
-
∴
・
;
重

大
正
八
年
(
十
六
歳
)

三
月
も
大
同
容
会
に
入
会
。
号
を
桂
園
と
改
め
へ
立
阪
山
の
頂
上
に
丈
余
の

立
石
が
あ
り
'
「
か
つ
ら
石
」
と
言
っ
た
。
そ
の
「
樺
」
と
開
村
の
「
園
」

と
を
と
っ
て
つ
け
た
も
の
)
田
品
を
続
け
た
。

大
正
九
年
(
十
七
歳
)

筒
小
学
校
訓
導
田
辺
氏
の
習
字
科
文
検
合
格
に
剰
戟
さ
れ
t
I
そ
の
紹
介
で
丹

羽
海
豹
に
入
門
、
通
信
教
育
を
受
け
は
じ
め
た
。

大
正
十
年
(
十
人
歳
)

!
蝣
'
:
月
へ
　
　
　
∴
・
1
.
∴
i
・
∵
'
'
二
　
*
'
・
'
・
*
.
'
'
・
.
1
,
-
"
r
-
'
蝣
'
-
'
・
人

の
手
続
き
を
終
え
、
井
上
姓
を
名
の
る
こ
と
に
な
っ
た
。
九
月
ま
で
、
代
用
教

-　那　-



∴
　
　
∵
∴
　
i
f
*
・
　
1
∴
　
"
i
'
~
-
?

二
部
に
入
学
。
習
字
は
大
原
桂
南
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
'
早
-
も

そ
の
才
を
見
抜
か
れ
,
闇
励
を
受
け
て
'
大
い
に
感
輿
学
校
で
の
学
習
以

外
に
も
た
び
た
び
宅
に
伺
っ
て
教
え
を
受
け
へ
ま
た
師
の
主
宰
す
る
苛
残

雪
遺
会
の
仕
事
も
手
伝
い
は
じ
め
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
師
・
習
友
の
す
す
め

‥
∵
.
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
∴
'
-
-
-
'
'
"
>
'

大
正
十
一
年
(
十
九
歳
)

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

7

㌧

'

-

:

-

-

1

-

・

∴

蝣

*

*

,

 

*

・

‥

Y

根
合
棺
の
最
右
翼
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
五
月
へ
予
備
試
験
を
受

け
て
合
格
。
競
い
V
,
全
国
か
ら
の
予
備
試
験
合
格
者
四
十
名
を
対
象
に
'

・

-

.

 

-

-

-

'

∵

・

:

:

-

　

　

　

　

　

=

　

　

　

小

、

:

蝣

-

<

i

-

-

;

.

業
O
九
月
,
文
校
本
試
合
柏
の
報
に
援
し
,
こ
こ
に
最
年
少
合
棺
者
が
誕
生

し
,
一
躍
注
目
を
環
め
る
こ
と
に
な
っ
た
・
京
都
師
範
・
山
口
師
範
等
か
ら

の
採
用
交
渉
を
こ
と
わ
り
,
前
任
校
総
社
小
学
校
に
赴
任
。
十
二
月
、
師
桂

‥

　

　

　

　

　

　

∵

∴

∴

.

・

・

「

.

-

"

>

-

.

ら
も
参
加
者
が
あ
っ
て
成
功
し
た
。
以
後
'
岡
山
を
群
れ
る
ま
で
毎
軍
冬

∴
・
・
つ
・
　
:
-
i
.
_
・
蝣
　
蝣
.
'
-
:
'
:
蝣
:
;
蝣
蝣
∵

大
正
十
二
年
(
二
十
歳
)

四
月
、
岡
山
県
立
墾
一
中
学
校
教
諭
壕
兼
墾
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
個
人
的
に

教
え
を
求
め
て
次
々
に
入
門
者
が
訪
れ
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
が
、
現
在
、
岡
山

大
学
の
相
田
肢
陽
氏
・
大
館
樺
望
氏
は
じ
聖
岡
山
県
習
通
教
育
界
の
中
堅

以
上
と
な
っ
て
強
力
な
書
道
王
国
を
形
成
し
て
い
る
o
こ
の
頃
、
中
央
.
鞄

・

・

ノ

　

　

　

　

　

∴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

t

.

,

*

-

　

'

t

I

・

'

'

¥

¥

1

高
位
に
入
学
し
て
'
中
焚
書
壇
で
も
少
壮
実
力
者
と
し
て
輝
か
し
い
存
在
と

な
っ
た
。

大
正
十
一
二
年
(
二
十
一
歳
)

四
月
,
岡
山
県
立
第
二
中
学
校
専
任
教
諭
と
な
る
。
こ
の
頃
か
ら
各
地
の
文

∴
∵
,
∴
∵
v
:
'
'
'
蝣
'
、
/
-
'
;
ニ
≠

い
時
で
三
人
,
.
多
い
時
に
は
十
名
近
-
の
文
検
合
格
者
を
田
す
よ
う
に
な
っ

た
・
㌣
:

大
正
十
四
年
(
二
十
二
歳
)

∴
・
一
I
-
蝣
_
蝣
.
-
I
入
i
X
'
J
・
V
-

‥
・
・
・
T
・
.
,
,
-
^
-
'
.
r
*
7
.
∴
小

屋
上
窯
E
・
川
谷
佃
亭
・
近
藤
当
竹
・
井
原
雲
揮
・
樋
口
鋼
牛
・
山
本
覚
山

と
い
っ
た
当
時
の
大
家
に
伍
し
て
'
助
手
と
し
て
'
或
は
助
講
師
J
J
し
て

u
^
-
y
L
*
*
*
-
>
-
」
た
。

大
正
十
五
年
(
二
十
三
歳
)

・
∴
I
.
.
f

l
1

に
も
入
監
。

昭
和
二
年
(
二
十
四
歳
)

新
春
,
渡
辺
益
太
郎
氏
長
女
重
と
結
婚
、
当
時
夫
人
は
大
阪
市
の
小
学
校

に
勤
め
、
土
帰
月
往
の
生
沼
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。
こ
の
年
へ
甲
子
書
道
会

∴
∵
'
-
r
.
-
:
*
・
;
i

叩
后
桝
E
I
l
‥
X
J
F
泊
r
^
'̂
r
-
X
'

昭
和
一
二
年
(
二
十
五
歳
)

つ
,
∴
I
-
.
"
'
.
、

∴
"
'
蝣
.
'

.
'
A
∴
・
・
i
二
二
・
,
'
.
'
*
¥
・
'

名
は
い
や
が
上
に
も
あ
が
っ
た
。

昭
和
六
年
(
二
十
八
歳
)

・
'
'
2
7
*
'
∵
、
ニ

∴
-
∵
t
"
-
-
i
'

-
'
'
・
-
J
J

12



し
て
は
ヨ
完
に
お
い
て
も
全
-
の
い
な
か
で
あ
っ
た
こ
の
地
の
書
道
文
化

向
上
の
た
め
に
'
献
身
的
に
働
い
た
o
学
校
に
お
け
る
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の

・
・
・
、
・
'
*
I
-
1
.
.
'
,
-
'

:
・
'
∴
'
蝣
-
"
>
'
.
'
=
-

や
競
窯
r
t
&
興
し
て
告
遺
熱
喋
成
に
っ
と
め
る
な
ど
,
そ
の
動
き
は
桁
力
的

で
あ
っ
た
。
現
在
へ
熊
本
県
書
道
教
育
界
の
中
心
と
な
っ
て
捕
躍
し
て
い
る

絹
本
大
学
の
京
積
鶴
跡
氏
は
じ
9
,
小
・
中
点
校
書
遺
教
育
界
の
大
部
分

は
そ
の
指
導
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
離
緒
の
際
,
県
下
官
民
合
同
と
い
う

異
例
の
送
別
会
が
公
会
堂
で
開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
・
そ
の
影
静
が
各

層
の
深
部
に
蔓
ビ
茨
ん
で
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
ら
れ
る
。

昭
和
十
二
年
(
三
十
四
歳
)

っ
.
・
・
∴
、
∴
'
J
-
∴
∵
」

し
て
清
墜
こ
の
頃
か
ら
中
央
の
書
道
講
翌
等
も
助
講
師
・
講
師
を
つ
と

め
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
十
三
年
(
三
十
五
歳
し

こ
の
こ
ろ
へ
鈴
木
翠
軒
氏
の
中
鉢
説
が
普
通
界
を
賑
わ
し
た
が
,
笠
の
自
然

な
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
し
て
反
論
o

昭
和
十
四
年
(
三
十
六
歳
)

盲
へ
比
田
井
天
来
翁
逝
去
。
後
任
に
璽
美
術
学
校
へ
広
島
右
肺
の
石
棺

犀
水
氏
が
移
る
こ
と
に
な
り
へ
そ
の
あ
と
へ
推
挙
さ
れ
て
,
四
月
,
広
重
同

師
助
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
陸
軍
幼
年
学
校
教
官
も
兼
任
。
八
月
,
輿

∴
い
'
-
-
'
.
'
-
'

.
蝣
:
.
'
・
・
・
'
蝣
∴
.
、
∵
.
・

∴
「
一
∴
∵
・
'
.
'
,
'
I
.
-
'
-
.
.
一
十
∵

・
-
・
'
.
'
'
-
・
∴
∵
川
_
・
・
上
-
-
1
-
,
I
.
.
-
,
-
・
.
I

る
ま
で
二
年
の
う
ち
五
二
ハ
か
月
は
東
京
に
措
在
し
て
そ
の
任
に
あ
た
っ

た
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
芸
の
重
大
さ
富
心
い
,
巽
悩
妥
当
・
穏
健

中
正
を
ね
が
っ
て
へ
そ
の
研
究
に
心
血
を
注
ぎ
・
俗
堕
を
曇
音
て
,
文
字

通
り
楕
進
潔
萌
し
て
励
ん
だ
と
い
-
o

昭
和
十
五
年
へ
三
十
七
歳
)

こ
の
年
'
一
・
二
年
用
の
教
科
書
と
'
当
時
の
書
き
方
教
苛
界
で
は
異
例
の

指
導
ゥ
真
義
し
て
文
部
省
か
ら
出
駈
e
ま
た
、
朝
鮮
檎
督
府
の
依
嘱
に
よ

い
t
.
.
-
.
-
-
-
ォ
*
"
"

昭
和
十
-
;
・
'
:
蝣
*
f
l
i
!
十
へ
?
i
)

三
・
四
年
教
科
書
と
指
導
臼
を
完
成
。
十
二
月
に
は
太
平
洋
戦
額
に
突
入

L
t
世
は
戦
争
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
O

昭
和
十
七
年
(
三
十
九
歳
)

五
・
六
年
教
科
書
と
指
導
雷
を
完
成
。
ま
た
,
興
諦
雪
道
連
盟
主
催
の
旦
榊

安
莞
晶
遺
尿
の
蕃
茸
員
と
し
て
石
橋
犀
水
氏
と
と
も
に
中
国
に
預
り
二

か
月
半
へ
南
京
を
中
心
に
上
海
・
蘇
州
・
杭
州
に
清
遊
。

昭
和
十
八
年
(
四
十
歳
)

L
-
'
・
‥
、
-
-
・
'
-
・
-
.
.
.
:
・
.
.
・
.
'
サ
・
'
.
・
・
:
∴

て
兵
学
校
に
も
勤
薪
す
る
こ
と
に
な
る
o
こ
の
年
,
高
等
科
1
・
二
年
の
教

科
書
お
よ
び
指
導
書
を
完
成
。
太
平
洋
戦
争
は
よ
-
や
-
緊
迫
の
度
を
加
え

て
き
た
。

昭
和
十
九
年
へ
四
十
一
歳
)

-
圭
.
:
∵
門
・
・
入
.
'
*
'
-
'
'
蝣
-
・
:
:
ォ
-
.
・
_

十
月
'
や
っ
と
教
科
書
執
筆
の
大
任
か
ら
解
放
さ
れ
、
広
島
高
帥
教
授
と
し
て

∴
・
t
・
∵
‥
!
∵
・
蝣

蝣
>
<
蝣
蝣
・
'
,
;
,
・
蝣
・
:
し
・
_
I

家
へ
の
指
導
・
文
検
指
導
等
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
(
四
十
二
歳
)

^mk^



八
月
六
日
,
世
紀
の
穫
災
,
原
爆
の
洗
礼
を
受
け
て
'
嘩
心
地
か
ら
一
キ
ロ

半
に
あ
っ
た
昭
和
町
の
自
宅
は
一
瞬
の
う
ち
に
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
か

ノ
ろ
う
じ
て
は
い
出
し
た
長
男
・
次
男
に
夫
人
も
や
つ
と
救
い
出
さ
れ
て
知
人

宅
に
避
難
。
翌
朝
・
報
を
聞
い
て
・
陸
軍
幼
年
学
校
の
疎
開
先
で
あ
っ
た
庄
原

か
ら
た
ど
り
つ
い
た
も
の
の
、
,
多
年
草
℃
て
賃
め
た
古
筆
古
税
・
古
墨

・
名
撃
研
究
物
等
の
す
べ
て
は
烏
有
に
帰
し
て
た
だ
荘
然
'
家
族
の
無
事

再
会
が
何
よ
。
で
あ
っ
た
。
八
月
十
五
品
戦
。
十
二
月
ま
で
庄
原
に
疎

開
,
そ
の
後
郷
里
岡
山
に
一
た
ん
帰
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
(
四
十
一
二
歳
)

広
島
高
師
が
賀
茂
郡
乃
芙
尾
村
の
旧
兵
舎
跡
に
再
建
さ
れ
」
四
月
か
ら
河
内

町
に
間
借
り
し
て
通
っ
た
。
食
料
事
隅
は
極
度
に
悪
化
し
'
甘
藷
の
瑛
茎
や
ヌ

∴

ー

　

　

　

　

　

　

　

一

・

4

1

'

'

"

'

・

　

　

言

じ
っ
て
い
て
家
内
中
が
ノ
ド
を
侵
か
さ
れ
た
り
'
回
虫
に
悩
ま
さ
れ
た
り
の

最
低
生
活
で
あ
っ
た
。
同
鮫
の
教
授
や
学
生
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
倒
れ
て
い
っ
た

の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
(
四
十
四
歳
)

四
月
,
終
戦
後
四
散
し
て
い
た
門
人
を
糾
合
し
て
学
習
研
究
を
再
輿
耕
心

召
退
会
を
誕
生
さ
せ
た
o
以
来
毎
月
研
究
ん
,
h
&
重
ね
'
昭
和
二
十
八
年
に
は

機
関
箪
「
耕
心
」
を
発
刊
す
る
よ
う
に
な
り
、
会
長
と
し
て
そ
の
指
導
は
現

在
ま
で
続
い
て
い
る
O
こ
の
年
十
二
月
,
広
島
市
草
津
両
町
の
現
住
所
を
入

手
し
て
転
居
。

昭
和
二
十
三
年
(
四
十
五
歳
)

・

.

'

-

　

∵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

　

・

ま
た
,
文
部
省
琶
坦
科
検
定
試
験
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
そ
の
任
を
担
当
o

昭
和
二
十
四
年
(
四
十
六
歳
)

引
き
続
き
堕
一
回
長
期
m
L
垣
講
習
会
に
出
講
o
こ
の
年
'
新
制
広
島
大
学
の

発
足
に
よ
り
,
広
島
大
学
教
苛
学
部
教
授
を
兼
任
。

昭
和
二
十
六
年
(
四
十
八
歳
)

.
∵
　
　
　
∴
'
.
-
'
i
'
-
'
'
・
　
　
　
　
　
　
　
ト

書
籍
等
か
ら
小
高
・
高
校
の
書
き
方
・
習
字
・
m
道
の
教
科
書
を
出
版
。

穏
健
中
正
な
書
風
は
教
育
現
場
か
ら
大
い
に
迎
え
ら
れ
'
以
後
、
毎
年
度
へ

、
∴
　
　
　
二
¥
-
,
:
'
-
.
 
'
-
∵

昭
和
二
十
七
年
(
四
十
九
歳
)

三
月
を
も
っ
て
広
島
高
師
は
閉
校
と
な
り
、
四
月
か
ら
広
島
大
学
教
育
学
部

教
授
と
し
て
移
っ
た
。
終
戦
後
、
い
-
た
び
か
教
苛
課
程
の
変
動
が
あ
り
'

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

蝣

・

'

-

蝣

-

i

　

　

∴

苛
界
の
現
場
に
指
針
を
与
え
る
べ
く
'
各
地
の
研
究
会
・
講
習
会
へ
の
出
講

生
酒
が
こ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
(
五
十
歳
)

四
月
、
主
宰
す
る
耕
心
書
道
会
の
研
究
機
関
誌
と
し
て
「
耕
心
」
(
月
刊
)

を
創
刊
。

昭
和
二
十
九
年
(
五
十
一
歳
)

五
月
,
「
糾
心
」
の
小
学
校
・
中
学
校
板
を
創
刊
へ
雑
誌
を
通
し
て
全
国
の

小
・
中
学
生
の
指
導
啓
発
に
の
り
田
し
た
。
全
国
各
地
へ
の
出
講
の
問
を
ぬ

っ
て
,
頁
に
は
実
力
養
成
書
道
講
習
会
を
閃
き
へ
秋
に
は
全
国
大
家
の
作
品

∴
V
.
・
‥
　
'
¥
蝣
一
い
]
.
'
主
　
　
　
　
　
　
∴
-
T
蝣
*
>
'

g
&
E
i

昭
和
一
二
十
年
(
五
十
二
歳
)

教
L
,
r
課
程
の
変
動
に
よ
る
討
字
数
↓
H
の
危
概
到
1
-
x
畠
山
じ
て
'
こ
の
年
に

は
,
石
桁
犀
水
・
田
辺
古
村
・
浅
見
貰
舟
の
誓
逗
関
係
四
教
授
相
は
か
っ

て
,
文
部
省
へ
意
見
を
具
申
し
て
い
ス
.
。
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昭
和
三
十
一
年
(
五
十
三
歳
)

七
月
'
三
原
市
仏
通
寺
で
第
一
回
全
国
大
学
学
生
雪
道
合
椙
錬
成
会
を
閃

.
き
'
全
国
大
学
間
の
年
中
行
事
と
し
て
年
々
発
展
し
て
い
く
緒
と
な
っ
た
O

昭
和
三
十
二
年
(
五
十
四
歳
)

1
月
へ
主
堕
す
る
耕
心
召
遺
会
の
第
1
回
発
表
展
を
天
満
屋
で
開
催
,
以
後

毎
年
の
行
事
と
な
る
。

昭
和
三
十
三
年
(
五
十
五
歳
)

'
l
^
'
∴
　
　
∴
　
　
　
　
∴
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
r
二
　
∴
・
‥

後
毎
年
継
続
。

昭
和
三
十
四
年
(
五
十
六
歳
)

三
月
'
全
国
小
・
中
・
高
・
大
学
各
雪
道
教
育
関
係
者
の
総
団
体
と
し
て
「

7
　
　
　
　
　
　
　
∴
・
・
　
　
'
'
I
'
.

選
ば
れ
て
そ
の
任
に
当
た
る
。
四
月
へ
文
部
省
認
定
書
送
通
信
講
座
が
開
設

さ
れ
'
そ
の
常
任
講
師
と
な
っ
た
。

昭
和
一
二
十
五
年
(
五
十
七
歳
)

へ

-

:

-

a

　

　

　

∴

蝣

・

"

-

'

"

・

'

・

!

'

_

'

.

・

-

'

.

∵

　

　

　

　

∵

.

:

.

行
な
い
'
同
墓
誌
を
世
に
公
表
。

昭
和
三
十
六
年
(
五
十
八
歳
)

八
月
'
文
部
省
社
会
教
育
課
の
敢
旋
に
よ
り
文
部
省
公
認
硬
笠
書
写
技
能
検

定
協
会
が
発
足
、
石
橋
犀
水
民
ら
十
四
名
と
と
も
に
理
事
に
選
ば
れ
た
。

昭
和
三
十
七
年
(
五
十
九
歳
)

七
月
、
全
国
大
学
学
生
書
道
合
宿
錬
成
会
は
第
七
回
を
導
乙
'
参
加
校
二
十

八
、
参
加
者
百
四
十
名
に
も
達
し
て
大
学
間
の
定
例
大
行
事
と
し
て
成
長
。

全
州
古
拙
・
j
t
'
p
帖
;
-
#
・
'
;
;
・
試
蝣
r
-
r
(
・
だ
5
3
r
?
し
て
C
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